
　令和２年１月２５日（土）、

深川第七中学校において

区内２３中学校の生徒会

役員６５名が集まり、生徒

会交流会が開催されまし

た。

　第１部では、まず第二

南砂中学校と深川第一中学校が自校の生徒会活動を

報告し、続いてグループ交流会では６グループに分かれ

て各校の生徒会の取り組みを紹介しました。苦労して

いる点や改善策を出し合い、意見交換を図りました。

　昼食後、第２部では青少年委員もサポートに加わり、

「いじめゼロの学校を目指して」をテーマにブレーンス

トーミング形式で意見を出し合いました。他の人の視

点・考え方に触れ、和やかな雰囲気の中にも中学生とし

てのしっかりした意思表示が見受けられました。熱い思

いを力説するグループ、寸劇を交えて説明するグループ、

笑いを交えてリラックスした雰囲気で発表するグループ、

さまざまな方法で６グループが具体的内容を発表しまし

た。今後も区内担当教諭と連携して活動を続けたいと

思います。



　砂町地区では、地区対

主催の歩け歩け大会を

毎年行っています。１２校

ある小学校から児童・保

護者・教員が数名から数１０

名参加します。ＰＴＡ役員

と我々青少年委員も途中の

交通誘導と安全確保に協力

しています。

　砂町小学校に集合し

て深川七福神を参拝し

ます。 清澄庭園にて

昼食のあと、大縄跳び

大会を学校対抗で行

うので、大変盛り上が

ります。

　毎年、２月の最終日曜日に実施する

予定（雨天中止）ですので、見かけた方は応援して

ください。

　令和元年１１月２日（土）～４日（月・振休）、千葉市少年自然の家において、ジュニア

リーダー講習会宿泊研修会が行われました。

　初級講習生５６名、中級講習生４０名、ジュニアリーダ―４１名が参加しました。

　最初に全員で講堂に集合し、２泊３日の講習内容、過ごし方など説明を受け、昼食

をはさみ初級、中級に分かれて講習会が始まりました。

　それぞれ学習してきたことを実践しながら確かめたり、初めての体験をしたりと

貴重な体験を重ねていました。

　１日目の夜はナイトハイクとネイチャーゲーム、２日目の夜には初級、中級、育成

者、区職員、青少年委員も参加してキャンドルファイヤーが行われ、その中で各

グループが学習してきたことを発表したり、みんなでゲームをしたり、最後は全員

で「遠き山に日は落ちて」をハミングしておごそかな雰囲気で終わりました。

　この三日間では、講習生の安全見守り、

ジュニアリーダーの手伝いなどに９名の

青少年委員が参加し、「これからも江東区

を支えてくれるようなジュニアリーダー

を育てるお手伝いをしていきたい」と頼も

              しい声をいただきました。

　令和２年２月２日（日）、江東区青少年交流プラザレクホールにて

ジュニアリーダー講習会初級・中級合同閉講式が行われました。

　初級（深川地区）３８名、（城東地区）１９名、中級４０名、それぞれ

代表者が、江東区少年団体連絡協議会齊藤庸一副会長、青少年委員

会大谷誠会長、江東区青少年課岩崎裕之課長より修了証書をいた

だきました。

　育成者の方々からは、励ましや

温かい言葉で祝福を受けました。

　初級修了生は５月から中級講習

会に参加し、中級修了生は５月より

ジュニアリーダーの一員になりさ

らなる高みを目指し、江東区のい

ろいろな行事に参加して活躍して

くれることでしょう。

　令和２年２月５日（水）、区長と語る会の予定でしたが、区長は欠

席となり、新任委員と会長・副会長との交流が行われました。

　地域、部の垣根を越えた交流は、和やかに、一方、今後の青少年委

員の在り方や運営に関して、定例会では見られないような会長・副

会長の本音や、新任委員の本音も飛び交いました。この場での会話

が定例会でも飛び交うようになれば、もっと青少年委員一人一人

が、委員としての存在意義や個々の役割を感じることができ、充実

感に満ちた

活動ができ

るのでは？

と、思える

中身の濃い

二時間でした。



　令和２年１月１３日（月・祝）、ティアラこうとうにて「令和２年江東

区成人式」が行われ、３,９９９名の新成人がこの日を迎えました。

　式典の冒頭、葵太鼓による演奏で新成人の門出を祝いました。力

強い演奏で喜びを表現、新成人は特別な日を迎えたと認識したこと

でしょう。

　令和元年１０月１９日（土）・２０日（日）、都立木場公園

において第３７回江東区民まつり中央まつりが開催され

ました。青少年委員会では今年も「なつかしの縁日」

と題し、射的とポン菓子の配布を行いました。

　すっかり区民の皆さんに定着した射的とポン菓子を

目当てに、多くのこどもたちや親子連れが行列を作り

ました。青少年委員も慣れた手つきでポン菓子の袋詰め

を行い、射的の順番を待つこどもたちと「去年も来たよ

ね？」「はい、楽しみにしてきました！」「大きくなった

ね！がんばってね！」などと楽しい会話を交わしました。

　また、青少年委員が行っているさまざまな活動を紹介

した写真パネルも展示しました。広く青少年委員会を

知ってもらえる良い機会となりました。

　区長の式辞、区議会議長の祝辞、新成人の

代表による決意表明が行われ、最後はお楽し

み抽選会があり、おおいに盛り上がりました。

　青少年委員会として、会場内外でさまざま

な役割でお手伝いをし、多くの新成人と触れ

合うことができました。

　印象的だったのは、大人になった新成人たち

の笑顔です。来年もしっかり準備をしたいと

あらためて思いました。



　令和元年１０月１０日（木）、江東区文化センターにて、

東京都オリンピック・パラリンピック準備局 武川博音氏、

宮澤信広氏をお招きし、大会準備の状況について講演を

していただきました。

　大会期間中のボランティアの重要性や、有明アリーナ

や海の森水上競技会場をはじめ多くの競技会場が江東

区内に整備されることなどを学びました。

　オリンピック（７月２４日～８月９日）、パラリンピック

（８月２５日～９月６日）では、江東区内１０会場で２０競技

実施されます。大会期間

中に、競技場内外でこの

研修で聞いたことを見つ

けたいと思いました。そ

して、オリンピック・パラ

リンピックを応援し、江

東区全体が盛り上がるこ

とを願っています。

　令和２年２月８・９日（土・日）に福島県において、宿泊研

修が行われました。

　この度訪れたのは、東日本大震災で甚大な被害を受け

た「いわき市」です。

　そこで「スパリゾートハワイアンズの歴史・被害体験」と

「アクアマリンふくしまの復旧・復興活動」の講義を受けて

きました。

　自分自身、実際に被災された方の話を直接聞くのは初め

てでした。それは想像をはるかに超えるほどの苦労をされ

たそうです。復旧に向け、両者に共通して言えることは

「目標を持ち、前向きに進んでいった」ということでした。

たくさんの風評被害にも苦労されたそうです。今ではかな

り復旧も進んでい

ました。

　これからも目標

は「復興」だそう

です。そこで今、

私たちができるこ

とは、正確な情報

を世間に伝え、支

えていくことだと

思いました。

　貴重な体験、あ

りがとうございま

した。ぜひとも皆

さんもまた違った

観点を持って訪れ

てみてください。

　今年度、江東区からは、青木委員（豊洲小選出）と宮原委員

（豊洲北小選出）が１０年表彰を受けました。当初は、令和２年

２月２４日（月・振休）の東京都青少年委員大会において表彰式

が予定されておりましたが、新型コロナウイルスの感染拡大

の影響で中止になったため、本委員会において表彰状が手渡

されました。

　江東区青少年委員会としても、青木委員、宮原委員の功績

に感謝の意を伝えるとともに、今後も青少年育成を続け

ていく決意をあらためて心に刻みました。


